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1 はじめに 

J-SPEED 健康チェックを用いた職員健康管理 
 

２０２４年１月１日に発災した石川県能登半島地震では、石川県内の 7 つの自治体職

員及び団体を対象として、行政職員健康管理版 J-SPEED が稼働した（引用１・２） 

同取り組みは、災害医療分野で発展してきた J-SPEED と呼ばれるサーベイランス手法

を被災地の自治体職員の健康管理に応用したもので、職員は最小限の負担で職員の勤務

健康状況を可視化し、緊急性のある体調不良者を迅速に抽出することができる。J-SPEED

の特筆すべき点は、単なるデータ収集にとどまらず、産業医科大学から派遣された労働

衛生の専門家によるファーストコンタクトや適切なフォローアップにつなげる機能を

有していることである（図１）。 

このことが休職・離職の予防や、職員への応援メッセージ発信の取り組みにつなげられ

ている。J-SPEED の活用は、個々の職員の健康管理にとどまらず、組織全体の災害対応

力の向上にも寄与する。例えば、発災後一日も休めていない職員では、疲労度の有所見

割合が有意に高いという解析結果（図２）は迅速に自治体が設置した保健医療福祉調整

本部の会議資料とされ、調整会議の連日開催の見直しという組織的アクションにつなげ

られていった。 

J-SPEED の取り組みにより、自治体はデータに基づく適切な人員配置や業務調整が可能

となり、長期的な災害対応・復興活動の持続可能性を高めることができる。自治体職員

を対象とした J-SPEED 健康チェックは、災害時の行政機能維持と職員の健康保護を両立

させる画期的なシステムであり、今後の災害対策においてその重要性はますます高まっ

ていくと予想される。 

 

災害産業保健入門 より 

久保達彦 広島大学 大学院医系科学研究科 公衆衛生学 
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図１ 行政職員健康管理版 J-SPEED の概要 

 

 

図２ 発災後、一日も休めていない職員の健康状態 

 

引用 

1. 立石 清一郎ら. 災害産業保健チームとの連携. 令和５年度厚生労働科学研究費 「災害派遣

精神医療チーム（DPAT）活動における機能強化と 激甚災害（南海トラフ地震等）への対応検

討のための研究」 

2. 五十嵐侑 【緊急レポート】能登半島地震：災害時の労働者の健康確保のための災害産業保

健の取り組み WEB 医事新報 No.5209 (2024 年 02 月 24 日発行)  
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J-SPEED 健康チェックについて 
J-SPEED 健康チェックとは災害対応に従事する自治体職員の疲弊対策システムである。 

 

1. 課題認識  

①  災害時、自治体職員は強い使命感のもと住民保護に従事します。 

②  自治体職員は災害対応時に、極端な職務環境に晒され疲弊します。 

◎自治体職員の災害時職務特性 

 自らも被災するなか、災害対応・復旧復興の前線に立つ 

 常に正しい情報を出し続けなければならないプレッシャーに晒される 

 住民のやり場のない怒りの矛先が自治体職員に向けられる、 弱音を吐けない 

 被災自治体の職員は特別な訓練等を事前に受けていません 

③  自治体職員の疲弊対策/健康管理は災害対応の成否に直結する重要課題です。 

“自治体職員は社会インフラであり、災害時は住民のライフラインです” 

 

2. 目的   災害対応自治体職員の健康チェック体制を構築すること。 

 

3. 方法   J-SPEED 健康チェックの実施 

 職員が健康状態を入力（１日 1 回 1 分程度、2 分はかかりません！） 

 介入が必要な職員に対しては、産業保健の専門家が介入します 

 自治体担当者と災害産業保健支援チームが連携して上記を体制化します 

① J-SPEED に入力すると何がどうなるのか？ 

 最小限の負担で、職員の勤務健康状況を可視化できる 

 緊急性のある体調の職員を抽出できる 

 労働衛生の専門家によるファーストコンタクトにつなげることができる 

 支援者支援窓口との連携等による適切なフォローアップにつなぐことができる 

 休職・離職を予防することができる 

 取り組み自体が職員に向けた応援メッセージとなる 

 職員を守ることで、住民への行政サービスを継続することができる 
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② 手順 

 機構図/部局名称一覧を J-SPEED システム担当に共有する。 

 各職員が QR コードから連絡先等を初期登録し、日々の健康状態を入力する。 

 支援チームが、データを集計 

 対応が必要な職員に対して、産業保健の専門家が電話対応を実施 

（例：相談を希望、疲労度が高い、パフォーマンス低下等） 

 支援チームは、集計報告書を作成して自治体担当者に報告 

 保健医療福祉調整本部会議等にも提出し、組織的な対応につなげる 

 

4. 自治体本件担当者のタスク 

① 職員への周知 

② 支援チームからの報告を受ける（電話等） 

 

5. 運用イメージ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

入力データは日々「J-SPEED 統合集計報告書」として自治体へ報告されるため、

自治体の健康管理担当者はこれをもとに迅速な対応方針を決定することができま

す。次ページに同報告書のサンプルを掲載しています。 
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6. J-SPEED 統合集計報告書（サンプル） 
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2 自治体 健康管理担当者向け操作手順書 
 

1. 支援チームシステム担当者へ機構図/部局名称一覧を提供 

 自治体の機構図/部局名称一覧を支援チームシステム担当者へ提供する 

システム担当（広島大学公衆衛生学 J-SPEED 解析支援チーム） 

o J-SPEED 解析支援チーム： support@j-speed.org 

 090-6979-7362 （村山） 

 090-9791-6285 （永田） 

 

2. 職員への周知 

 職員へ J-SPEED 健康チェックについて周知・入力の呼びかけを行う (メール送信・

ポスター掲示等) 

＜メール文例＞ 

 

  
件名：【重要】健康チェック開始のお知らせ 

 

職員各位 

 

災害対応にご尽力、誠にお疲れ様です。 

このたび、〇〇自治体では、職員の体調管理を目的とした健康チェックの運用を以下の

とおり開始いたします。  

 

簡便な入力形式で、日々の体調変化を把握できるよう設計しておりますので、ご協力を

お願いいたします。 

■開始日：〇月〇日（〇）より 

■対象：本メールを受信した全ての行政職員 

■方法：J-SPEED 健康チェック操作手順書①の通り 

 

健康状態に異変が見られた場合には、産業医科大学の災害産業保健支援チームが確認・

フォローいたします。 

この危機を乗り切っていくためには、あなたの健康を守ることが必要です。ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

―――――――――――――――― 

 〇〇市 健康管理担当 

 担当：〇〇（内線：1234） 

 Email：health@city.xxx.lg.jp 
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3. 集計報告書の受け取り・共有 

 支援チームからメール・電話で報告を受け、組織内へ共有する。  

① 支援チームより、統合集計報告書を受け取る。 

（支援チームは県全体、自治体ごと、部署ごとの報告書を提供可能） 

② 自治体内の必要な報告先に報告書を提供する。 

③ 必要に応じて対応を調整する。 

 

※集計報告書の結果を基にした過去の対応事例 

 個別の対応例 

o 体調不良者や緊急対応が必要な事例などの有無を把握 

o 必要に応じて産業保健の専門家による職員健康管理サポートを実施 

o 必要に応じて職場上司と連携して疲弊職員の業務軽減・交代・休養等を調整 

 組織の対応例 

o 保健医療福祉調整本部・災害対策本部等の関係会議への資料挿入 

o 課題認識の関係者共有（外部支援者からの指摘と呼びかけが重要） 

o 会議回数を減らす根拠に（隔日開催など） 

o 部署ごとの業務配分の見直しや、勤務体制（シフト・休憩等）の改善提案 

o 首長等トップによる理解の促進 

o メディアを通じた発信（亜急性期以降に） 
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3 職員向け 操作手順書(kintone 版) 
手順 :  

1. 事前登録 

 QR コード、下記 URL から登録用サイトにアクセス 

https://j-speed.form.kintoneapp.com/public/usermember-new 

 

 画面に表示された内容に従い、自身の情報を入力 
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2. ログイン用メールを取得する

 手順１．と同じ自身のメールアドレスを再度、入力する

① QR コード、下記 URL へアクセスする。

Toyokumo kintoneApp：https://account.kintoneapp.com/login

② 表示された画面下部中央にある下図のバナーをクリックする。

③ 手順１．と同じ自身のメールアドレスを入力し、[Send]ボタンをクリックする。

※登録したメールアドレス宛に、件名が[Toyokumo kintoneApp] Sign in to

Toyokumo kintoneApp というメール（ログイン用リンク）が届きます。 

 メールから J-SPEED ポータル画面にログインする。

① noreply@kintoneapp.com からのメールを開く。

② メールに記載されている[Sign in to Toyokumo's kintone Integration Service]をクリ

ック

※下図の画面が表示された場合は、自身のメールアドレスを入力し［OK］ボタン

をクリックする。 

※登録ができない場合は、３分ほど待ってから再度施行してみてください。

3. 自身の健康状態を入力（毎日入力）

 J-SPEED ポータル画面にアクセスする

 QR コード、下記 URL へアクセスする。

Sign in to Toyokumo kintoneApp: https://account.kintoneapp.com/en

 健康状態入力を行う

① ポータル画面に表示されている「01.【入力】 J-SPEED 健康チェック」をクリック

② 画面に表示された内容に従い、自身の健康状態等を入力する。

③ 画面最下部の[回答]ボタンをクリックする。

④ 以降は同じメールリンクからシステムにログインできます。

＊接続する端末（PC/スマホ）を変更した場合は、再度手順 2 を実施してください。 
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4 職員向け 操作手順書(LINE 版) 
 

1. LINE 公式アカウントの友だち登録 

 QR コードまたは下記 URL より公式アカウントを友だち追加する 

友達追加用 URL： https://lin.ee/rTVl3sI

 
 

2. ユーザー情報登録 （初回のみ実施） 

 ユーザー登録（初回のみ） の回答フォームへ情報を入力 

① 友達追加後、以下のメッセージの URL をタップ 

 
② 情報を入力し、画面下部の[送信]ボタンを押す 

 

 
③ 情報の入力は初回のみです。 

入力内容を訂正する場合は、再度同じ URL より入力ください。 
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3. 健康状態入力 （日々実施） 

 J-SPEED 健康チェック回答フォームへ、当日の健康状態を入力する 

① 以下のメッセージの URL をタップ 

 

② 健康状態を入力し、画面下部の[送信]ボタンを押す
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5 支援チームシステム管理者向け 操作手順書 
1. 入力システムへ被災地行政の機構図/部局名称一覧を入力

被災地行政の機構図/部局名称一覧を入手し、事前登録 Forms に入力する

手順 :

① 被災地行政の機構図/部局名称を自治体担当者から入手

② システム担当者に機構図/部局名称を提出

③ システム担当者が、事前登録 Forms の所属欄へ入力

2. ログイン

 システム（Kintone）ログイン画面へアクセスしログインする。

手順 :

① 下記 URL へアクセスする。
example@example.com

② 表示された画面にログイン名とパスワードを入力する。
ログイン名： user01
パスワード： （災害ごとに更新し設定）

③ ログインボタンをクリックする。

④ 画面右上の「スペース」内にあるスクロールバー  から

「すべてのスペース」を選択

⑤ 「002. 自治体職員向け」をクリックする。 

3. （参考）集計報告書の作成

 集計報告書をダウンロードする。

① 下記リンクより集計報告書作成マクロ付き Excel をダウンロード

集計報告書作成ツール

 Excel のマクロを使用し集計報告書を作成する。

① Excel のマクロを有効化する

A) マクロの有効化方法： Windows 版

上記ページ内の[警告を表示してすべてのマクロを無効にする]もしくは[すべ

てのマクロを有効にする]を参照

B) マクロの有効化方法： Mac 版

上記ページ内の[通知ですべてのマクロを無効にする]もしくは[すべてのマク

ロを有効にする]を参照

② Excel を開き、左上の更新ボタンをクリックする。

14



③ ユーザーID/パスワードを入力し、OK を押す 

ユーザーID/パスワードは災害後に別途通知されます 

④ 集計報告書の完成 

⑤ （県全体だけでなく、自治体ごと、部署ごとでの作成も実装予定） 

 

4,  集計報告書を提出 

 集計報告書を自治体へ送信する 

完成した集計報告書に日付等ファイル名を作成し、一部を自治体健康管理者へ送

信する。もう一部はシステム管理のファイルに保存する 

 

※ 職員情報の管理 （閲覧・編集） 

アプリの欄から「行政職員健康管理ユーザマスタ」をクリックし、アプリを表示する。 

 

編集は各行の右端のペンマーク をクリックし編集を実施 
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6 本システムに関する問い合わせ 

問い合わせ先 
産業保健担当（産業医科大学 災害産業保健センター DOHAT） 

 093-691-7180 （立石） 

 

システム担当（広島大学公衆衛生学 J-SPEED 解析支援チーム） 

 J-SPEED 解析支援チーム： support@j-speed.org 

o 090-6979-7362 （村山） 

o 090-9791-6285 （永田） 

 

7 リンク集 
 

No 資料名等 URL 

1 J-SPEED 情報提供サイト https://www.j-speed.org/ 

2 産業医科大学 産業生態科学研究所 

災害産業保健センター 

https://dohcuoeh.com/ 

3 J-SPEED のご案内 https://dohcuoeh.com/j-

speeed_information/ 

4 J-SPEED 健康チェック https://www.j-speed.org/gyosei 
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9 印刷用資料 
 

以降は実災害時に使用する印刷用資料です。 

A4 用紙 1 ページに両面印刷し使用してください。 
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J-SPEED標準教育資料 

 

 

J-SPEEDを活用した災害時自治体職員の健康チェックについて 

 

1.​ 課題認識  

1​ 　災害時、自治体職員は強い使命感のもと住民保護に従事します。 

2​ 　自治体職員は災害対応時に、極端な職務環境に晒され疲弊します。 

◎自治体職員の災害時職務特性 

�​ 自らも被災するなか、災害対応・復旧復興の前線に立つ 

�​ 常に正しい情報を出し続けなければならないプレッシャーに晒される 

�​ 住民のやり場のない怒りの矛先が自治体職員に向けられる、 弱音を吐けない 

�​ 被災自治体の職員は特別な訓練等を事前に受けていません 

3​ 　自治体職員の疲弊対策/健康管理は災害対応の成否に直結する重要課題です。 

“自治体職員は社会インフラであり、災害時は住民のライフラインです” 

 

2.​ 目的​ 災害対応自治体職員の健康チェック体制を構築すること。 

 

3.​ 方法​ J-SPEED健康チェックの実施 

�​ 職員が健康状態を入力（１日1回1分程度、2分はかかりません！） 

�​ 介入が必要な職員に対しては、産業保健の専門家が介入します 

�​ 自治体担当者と災害産業保健支援チームが連携して上記を体制化します 

1​ J-SPEEDに入力すると何がどうなるのか？ 

�​ 最小限の負担で、職員の勤務健康状況を可視化できる 

�​ 緊急性のある体調の職員を抽出できる 

�​ 労働衛生の専門家によるファーストコンタクトにつなげることができる 

�​ 支援者支援窓口との連携等による適切なフォローアップにつなぐことができる 

�​ 休職・離職を予防することができる 

�​ 取り組み自体が職員に向けた応援メッセージとなる 

�​ 職員を守ることで、住民への行政サービスを継続することができる 

2​ 手順 

�​ 機構図/部局名称一覧をJ-SPEEDシステム担当に共有する。 

�​ 各職員がQRコードから連絡先等を初期登録し、日々の健康状態を入力する。 

�​ 支援チームが、データを集計 

✧​ 対応が必要な職員に対して、産業保健の専門家が電話対応を実施 

（例：相談を希望、疲労度が高い、パフォーマンス低下等） 

�​ 支援チームは、集計報告書を作成して自治体担当者に報告 

✧​ 保健医療福祉調整本部会議等にも提出し、組織的な対応につなげる 

 

4.​ 自治体本件担当者のタスク 

1）​ 職員名簿の提供 

2）​ 職員への周知 

3）​ 支援チームからの報告

を受ける（電話等） 

 

 

5.​ J-SPEED統合集計報告書（サ

ンプル） 

支援チーム連絡先 
● 産業保健担当（産業医科大学 災害産業保健センター　DOHAT）立石093-691-7180 
● システム担当（広島大学公衆衛生学　J-SPEED解析支援チーム）田治090-6406-5704 村山090-6979-7362 永田090-9791-6285 
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J-SPEED標準教育資料 

 

支援チーム連絡先 
● 産業保健担当（産業医科大学 災害産業保健センター　DOHAT）立石093-691-7180 
● システム担当（広島大学公衆衛生学　J-SPEED解析支援チーム）田治090-6406-5704 村山090-6979-7362 永田090-9791-6285 
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J-SPEED健康チェック操作手順書① 

J-SPEED健康チェック　操作手順書（職員向け） 

 
手順 :  

1.​ 事前登録 

​QRコード、下記URLから登録用サイトにアクセス​

https://j-speed.form.kintoneapp.com/public/usermember-new 

​画面に表示された内容に従い、自身の情報を入力​
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J-SPEED健康チェック操作手順書① 

J-SPEED健康チェック　操作手順書（職員向け） 
「あなたの健康が、地域の力になる。」​

― 自分のため、そして住民のために。まずは自分を守ることから ― 
手順 :  

2.​ ログイン用メールを取得する 

​手順１．と同じ自身のメールアドレスを再度、入力する 

1.​ QRコード、下記URLへアクセスする。​

Toyokumo kintoneApp：https://account.kintoneapp.com/login 

2.​ 表示された画面下部中央にある下図のバナーをクリックする。 ​

 

3.​ 手順１．と同じ自身のメールアドレスを入力し、[Send]ボタンをクリックする。​

※登録したメールアドレス宛に、件名が[Toyokumo kintoneApp] Sign in to 　　　

　　Toyokumo kintoneAppというメール（ログイン用リンク）が届きます。 

 

​メールからJ-SPEEDポータル画面にログインする。 

1.​ noreply@kintoneapp.com　からのメールを開く。 

2.​ メールに記載されている[Sign in to Toyokumo's kintone Integration Service]をク

リック​

※下図の画面が表示された場合は、自身のメールアドレスを入力し［OK］ボタン

をクリックする。 

​

​

​

​ 　  ※登録ができない場合は、３分ほど待ってから再度施行してみてください。​

 

3.​ 自身の健康状態を入力（毎日入力） 

​J-SPEEDポータル画面にアクセスする 

1.​ QRコード、下記URLへアクセスする。​

Sign in to Toyokumo kintoneApp: https://account.kintoneapp.com/en 

 

​健康状態入力を行う 

1.​ ポータル画面に表示されている「01.【入力】 J-SPEED健康チェック」をクリック​

​

 

2.​ 画面に表示された内容に従い、自身の健康状態等を入力する。 

3.​ 画面最下部の[回答]ボタンをクリックする。 

4.​ 以降は同じメールリンクからシステムにログインできます。 

　　＊接続する端末（PC/スマホ）を変更した場合は、再度手順2を実施してください。 

 

ご記入いただいた内容はプライバシーを守って管理され必要に応じて産業保健の専門家が支援を行いま

す。日々のご対応、誠にお疲れさまです。 

 

【お問い合わせ先】 
● システム担当（広島大学公衆衛生学　J-SPEED解析支援チーム）村山090-6979-7362 永田090-9791-6285​  

● 産業保健担当（産業医科大学 災害産業保健センター　DOHAT）立石093-691-7180 
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J-SPEED健康チェック操作手順書① 

J-SPEED健康チェック　操作手順書（職員向け_LINE版） 
個人のスマートフォンを使用します。 

 

※システムは随時更新されるため、メッセージの内容や質問項目は変更される場合があります。 

 

1.​ LINE公式アカウントの友だち登録 

●​ QRコードまたは下記URLより公式アカウントを友だち追加する​

友達追加用URL： https://lin.ee/rTVl3sI 

 

 

 

 

 

 

2.​ ユーザー情報登録　（初回のみ実施） 

●​ ユーザー登録（初回のみ）　の回答フォームへ情報を入力 

1)​ 友達追加後、以下のメッセージのURLをタップ​

 

2)​ 情報を入力し、画面下部の[送信]ボタンを押す​

​

 

3)​ 情報の入力は初回のみです。​

入力内容を訂正する場合は、再度同じURLより入力ください。 
 

 

41

https://lin.ee/rTVl3sI


J-SPEED健康チェック操作手順書① 
 

3.​ 健康状態入力　（日々実施） 

●​ J-SPEED健康チェック回答フォームへ、当日の健康状態を入力する 

1)​ 以下のメッセージのURLをタップ​

 

2)​ 健康状態を入力し、画面下部の[送信]ボタンを押す

​

 

 

 
ご記入いただいた内容はプライバシーを守って管理され必要に応じて産業保健の専門家が支援を行います。

日々のご対応、誠にお疲れさまです。 

 

【お問い合わせ先】 
● システム担当（広島大学公衆衛生学　J-SPEED解析支援チーム）村山090-6979-7362 永田090-9791-6285​  

● 産業保健担当（産業医科大学 災害産業保健センター　DOHAT）立石093-691-718 
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J-SPEED健康チェック操作手順書② 

J-SPEED健康チェック　操作手順書（自治体 健康管理担当者向け） 
□にチェックを入れながら進めてください。 

 
 

1.​ 支援チームシステム担当者へ機構図/部局名称一覧を提供 

​ 自治体の機構図/部局名称一覧を支援チームシステム担当者へ提供する 

 

 

2.​ 職員への周知 

​ 職員へJ-SPEED健康チェックについて周知・入力の呼びかけを行う​

＜メール送信文例・ポスター掲示等＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.​ 集計報告書の受け取り・共有 

​ 支援チームからメール・電話で報告を受け、組織内へ共有する。  

1​ 支援チームより、統合集計報告書を受け取る。​

（支援チームは県全体、自治体ごと、部署ごとの報告書を提供可能） 

2​ 自治体内の必要な報告先に報告書を提供する。 

3​ 必要に応じて対応を調整する。 

 

※集計報告書の結果からの対応例 

●​ 個別の対応 

○​ 体調不良者や緊急対応が必要な事例などの有無を把握 

○​ 必要に応じて産業保健の専門家による職員健康管理サポートを実施 

○​ 必要に応じて職場上司と連携して疲弊職員の業務軽減・交代・休養等を調整 

●​ 組織の対応 

○​ 保健医療福祉調整本部・災害対策本部等の関係会議への資料挿入 

○​ 課題認識の関係者共有（外部支援者からの指摘と呼びかけが重要） 

○​ 会議回数を減らす根拠に（隔日開催など） 

○​ 部署ごとの業務配分の見直しや、勤務体制（シフト・休憩等）の改善提案 

○​ 首長等トップによる理解の促進 

○​ メディアを通じた発信（亜急性期以降に） 

 

 

 

 

お問い合わせ先 
● システム担当（広島大学公衆衛生学　J-SPEED解析支援チーム）村山090-6979-7362 永田090-9791-6285​  

● 産業保健担当（産業医科大学 災害産業保健センター　DOHAT）立石093-691-7180 
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J-SPEED健康チェック操作手順書③ 

J-SPEED健康チェック　操作手順書（支援チームシステム管理者向け） 
PCもしくは、タブレットのWebブラウザを使用します。 

□にチェックを入れながら進めてください。 

 

1.​ 入力システムへ被災地行政の機構図/部局名称一覧を入力 

□被災地行政の機構図/部局名称一覧を入手し、事前登録Formsに入力する 

手順 :  

1)​ 被災地行政の機構図/部局名称を自治体担当者から入手   

2)​ システム担当者に機構図/部局名称を提出 

3)​ システム担当者が、事前登録Formsの所属欄へ入力 

 

2.​ ログイン 

□ システム（Kintone）ログイン画面へアクセスしログインする。 

手順 :  

4)​ 下記URLへアクセスする。 

       https://j-speed.cybozu.com/k/ 

 

5)​ 表示された画面にログイン名とパスワードを入力する。 

　　　  　　ログイン名： data@j-speed.org 

　　　　　　パスワード： data123! 

6)​ ログインボタンをクリックする。 

7)​ 画面右上の「スペース」内にあるスクロールバー   から​

「すべてのスペース」を選択 

8)​ 「002. 自治体職員向け」をクリックする。 

 

3.​ （参考）集計報告書の作成 

□ 集計報告書をダウンロードする。 

手順 :  

1)​ 下記リンクより集計報告書作成マクロ付きExcelをダウンロード​

集計報告書作成ツール 

 

□ Excelのマクロを使用し集計報告書を作成する。 

手順 :  

2)​ Excelのマクロを有効化する 

a)​ マクロの有効化方法： Windows版​
上記ページ内の[警告を表示してすべてのマクロを無効にする]もしくは[すべてのマクロを有効に

する]を参照 
b)​ マクロの有効化方法： Mac版​

上記ページ内の[通知ですべてのマクロを無効にする]もしくは[すべてのマクロを有効にする]を​

参照 

3)​ Excelを開き、左上の更新ボタンをクリックする。 

4)​ ユーザーID/パスワードを入力し、OKを押す​

ユーザーID：​

パスワード： 

5)​ 集計報告書の完成 

6)​ （県全体だけでなく、自治体ごと、部署ごとでの作成も可能となる予定） 

 

4,　　集計報告書を提出 

□ 集計報告書を自治体へ送信する 

完成した集計報告書に日付等ファイル名を作成し、一部を自治体健康管理者へ送信する。 

もう一部はシステム管理のファイルに保存する 

 

※　職員情報の管理 （閲覧・編集） 

1 アプリの欄から「行政職員健康管理ユーザマスタ」をクリックし、アプリを表示する。 

 

編集は各行の右端のペンマーク をクリックし編集を実施 

 

 

お問い合わせ先 
● システム担当（広島大学公衆衛生学　J-SPEED解析支援チーム）村山090-6979-7362 永田090-9791-6285​  

● 産業保健担当（産業医科大学 災害産業保健センター　DOHAT）立石093-691-7180 
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